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【発表の概要】 放射性セシウム（ｒCs）を能動的に回収して除去する方法の一つとして、一般的に

低コストで環境への負荷も低い、微生物の持つ能力を活用する汚染浄化技術の利用が考えられる。こ

の技術に活用可能な微生物を探索していたところ、放射能汚染水中に高濃度のｒCs を蓄積している

微生物叢（複数の微生物の集合体）を発見し、その菌叢から糸状菌２株（Ａ株、Ｂ株）を単離した。

このＡ株およびＢ株について同定を行い、病原性微生物ではないことを確かめた上で、ｒCs含有の液

体培地にそれぞれの菌体を添加して約１ヶ月間培養した。経時的に培地中の残存ｒCs 濃度を測定す

ることにより菌体へのｒCs蓄積量を推定し、両株の「セシウム回収材」としての潜在性を検証した。 

Ａ株では培養３日目で約 70％、14 日目では約 83％の培地中のｒCs濃度の減少が確認され、1 ヶ月

が経過してもｒCs が培地中に再放出される様子は見られなかった。Ｂ株はＡ株よりもｒCs 濃度の減

少速度は劣るものの、培養約１ヶ月後には約 71％の減少が確認された。また、両株のｒCs 蓄積能力

は他の一般的な糸状菌（ブルーチーズ原料のアオカビ、シイタケの菌糸）と比較しても特異的である

ことが確認された。 

以上のことから、単離した糸状菌２株は「セシウム回収材」としての潜在性をもつと考えられた。

今後は、これらの菌株を活用したセシウム回収技術の実用化を目指して研究を進めていく。 

【発表の成果】 本研究発表会は、2011 年の福島第一原子力発電所の事故により放出されたｒCs の

健康への影響をできる限り軽減するため、表土の削り取り、家屋の洗浄、生活環境近くの草木の伐採

といった除染活動により集められた 1400 万㎥の土壌および廃棄物をいかに減容化するかが話題の中

心であった。また、現時点では、シアン化合物のフェロシアン化銅を「セシウム回収材」として使用

する研究が多かった。しかし、この方法は高エネルギーを必要とするためコストが高く、各種の規制

対象となっているシアン化合物を使用していることが課題である。 

 こうした中で、微生物を活用しようとする発表は本研究のみであり、多くの注目をいただいた。そ

の一方で、安定セシウムを使用した高濃度での検証がされていないことなどのご指摘をいただき、今

後の研究の具体的な課題を見極めることができた。 

https://drive.google.com/file/d/1YKHaWAAWEIbw3hBbw6iav5zHwAHqOITY/view 
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